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こ
の
程
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
に
「
方
丈
記
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
設
置
さ
れ
た
。
「
方
丈
記
と
そ
の
注
釈
書
の
近
世
写
本
・
版
本
」
計

三
十
八
点
か
ら
成
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
新
た
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
三
十
年
以
上
前
か
ら
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
を
整
理
し
た
結

果
、
本
学
図
書
館
七
番
目
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
一
括
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
三
十
八
点
い
ず
れ
も
近
世
の
も
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
十
九
点
が
『
方
丈
記
』
の
写
本
で
、
四
点
が
同
書
の
版
本
。
合
わ
せ
て
二
十
三
点

①
～
㉓
の
一
覧
は
、
中
前
編
『
東
山
中
世
文
学
論
纂
』
（
私
家
版
、
平
26
）
に
掲
載
し
て
い
る
。
写
本
十
九
点
に
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大

系
『
方
丈
記
　
徒
然
草
』
に
翻
刻
が
収
載
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
後
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
た
、
略
本
（
長
享
本
）
で
あ
る
吉
澤
本
㉓
の
ほ

か
、
青
木
怜
子
編
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
に
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
の
や
は
り
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
た
元
和
三
年
写
本
①
や
、

も
う
一
つ
の
名
古
屋
本
と
も
言
う
べ
き
慶
安
五
年
写
本
②
、
慶
長
三
年
幽
斎
校
合
本
の
江
戸
前
期
転
写
本
③
、
「
于
時
元
亨
」
と
い
う
本
奥

書
を
有
し
、
「
不
時
に
阿
弥
陀
仏
両
三
反
申
て
止
ぬ
」
な
ど
特
異
な
本
文
が
目
に
付
く
江
戸
中
期
頃
の
写
本
④
、
松
花
堂
昭
乗
の
高
弟
で
能

女
子
大
國
お
　
第
百
七
十
一
号
　
令
和
四
年
九
月
三
十
日

京
都
女
子
大
学
図
書
館
「
方
丈
記
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

― 

概
要
と
『
方
丈
記
宜
春
抄
』
新
出
写
本
紹
介 

―中

前

正

志
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筆
家
の
藤
田
友
閑
の
真
筆
本
⑤
、
形
態
面
で
注
目
さ
れ
る
巻
子
装
袖
珍
写
本
⑭
、
「
聴
雨
大
人
」
林
蓮
阿
校
正
本
の
元
治
元
年
転
写
本
㉒
、

な
ど
を
含
む
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
順
次
検
討
中
で
、
そ
の
結
果
は
、
右
『
東
山
中
世
文
学
論
纂
』
の
ほ
か
本
誌
『
女
子
大
國
文
』
、
『
国

文
論
藻
』
に
お
い
て
報
告
し
て
い
る
。
版
本
四
点
は
い
ず
れ
も
正
保
版
本
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
他
に
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
松
会

版
（
山
門
真
如
蔵
旧
蔵
書
）
⑫
も
見
ら
れ
る
。

　
右
以
外
の
十
五
点
㉔
～
38
は
、
『
方
丈
記
』
の
近
世
注
釈
書
で
あ
る
。
34
38
が
写
本
、
他
は
板
本
。
以
下
に
、
注
釈
書
ご
と
に
分
け
て
一

覧
に
し
て
お
く
。
請
求
記
号
〈
資
料
Ｉ
Ｄ
〉
、
刊
記
の
一
部
〈
書
肆
名
〉
あ
る
い
は
書
写
時
期
、
装
丁
・
冊
数
、
寸
法
、
外
題
、
内
題
、
＊

そ
の
他
、
の
順
に
列
記
し
た
。

　
ａ
『
鴨
長
明
方
丈
記
之
抄
』

　
　
㉔ 914.42/A

6

〈0085105120

〉　「
明
暦
四
戊戌
正
月
吉
日
」
〈
長
谷
川
市
良
兵
衛
〉　
袋
綴
（
朝
鮮
綴
）
一
冊
　26.0cm

×17.6cm

外
題
「
〈
首
／
書
〉
鴨
長
明
方
丈
記 
全　

」
（
刷
り
題
簽
）　
内
題
「
鴨
長
明
方
丈
記
之
抄
」　
　
＊
題
簽
に
朱
印
「
加
持
井
御
文
庫
」
。

　
　
㉕ 914.42/A

6

〈0085105333

〉　「
明
暦
四
戊戌
正
月
吉
日
」
〈
長
谷
川
市
良
兵
衛
〉　
袋
綴
（
朝
鮮
綴
）
一
冊
　26.7cm

×17.9cm

外
題
「
〈
□
／
□
〉
鴨
長
明
方
丈
記 

全　
」
（
刷
り
題
簽
）　
内
題
「
鴨
長
明
方
丈
記
之
抄
」

　
　
㉖ 914.42/A

6

〈0085105139

〉  

「
明
暦
四
戊戌
正
月
吉
日
」
〈
長
谷
川
市
良
兵
衛
〉　
袋
綴
一
冊
　26.0cm

×18.2cm

　
外
題
「
〈
頭

／
書
〉
鴨
長
明
方
丈
記
」
（
刷
り
題
簽
）　
内
題
「
鴨
長
明
方
丈
記
之
抄
」　
　
＊
錯
簡
あ
り
（
冒
頭
に
あ
る
べ
き
序
に
相
当
す
る
三

丁
分
を
、
刊
記
掲
載
丁
の
あ
と
の
最
末
尾
に
綴
じ
る
）
。

　
　
㉗ 914.42/A

6

〈0085105171

〉　
無
刊
記
　
袋
綴
一
冊
　17.5cm
×11.3cm

　
外
題
「
〈
頭
／
書
〉
鴨
長
明
方
丈
記
」
（
刷
り
題

簽
）
内
題
「
鴨
長
明
方
丈
記
抄
」　
　
＊
末
に
「
蔵
版
目
録
」
（
山
﨑
金
兵
衛
）
あ
り
。

　
　
㉘ 914.42/A

6

〈0085105309

〉　
無
刊
記
　
袋
綴
一
冊
　15.8cm

×11.1cm
　
外
題
ナ
シ
　
内
題
「
鴨
長
明
方
丈
記
抄
」
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ｂ
『
方
丈
記
訵
説
』

　
　
㉙ 914.42/A

6

〈0085105180

〉　「
明
暦
四
年
戊戌

正
月
上
旬
」
〈
大
和
田
九
左
衛
門
〉　
袋
綴
（
朝
鮮
綴
）
一
冊
　27.8cm

×

20.0cm

　
外
題
「
方
丈
記
訵
説 

上　
」
（
刷
り
題
簽
）　
内
題
ナ
シ
　
＊
も
と
上
下
二
冊
を
一
冊
に
合
綴
。

　
　
㉚ 914.42/A

6
〈0085105279

・0085105287

〉　「
延
宝
三
乙
　

　
卯
暦
孟
夏
下
旬
」〈
銭
屋
儀
兵
衛
〉　
袋
綴
二
冊
　27.2cm

×19.5cm
    

外
題
「
〈
長
／
明
〉
方
丈
記
訵
説  

上
（

下
）

　
　
　
　
」
（
刷
り
題
簽
）　
内
題
ナ
シ
　
＊
所
蔵
印
「
宝
玲
文
庫
」
「
内
山
家
本
」
「
渡
邊
千
秋
蔵
書
」

な
ど
。
　
第
二
冊
後
表
紙
見
返
し
に
宝
暦
十
一
年
時
墨
書
。

　
ｃ
『
方
丈
記
諺
解
』

　
　
㉛ 914.42/A

6

〈0085105198
・0085105201

・0085105210

〉　「
元
禄
七
甲
　

　
戌
暦
仲
春
上
旬
」
〈
書
林
平
兵
衛
・
書
肆
清
兵
衛
〉

袋
綴
三
冊
　26.2cm

×17.6cm
 
　
外
題
「
〈
賀
茂
／
長
明
〉
方
丈
記
諺
解 

上
（
中
・
下
）
」
（
刷
り
題
簽
）　
内
題
「
鴨
長
明
方
丈

記
諺
解
巻 

世
間
」
（
第
一
冊
）
「
鴨
長
明
方
丈
記
諺
解
巻 

出
世
」
（
第
三
冊
）　
　
＊
各
冊
前
表
紙
右
上
に
朱
長
方
印
「
早
田
文
庫
」
。

　
　
32 914.41/S

e93/1~
3

〈0000033367

・6210001297

・6210001300

〉　「
元
禄
七
甲
　

　
戌
暦
仲
春
上
旬
」
〈
書
林
平
兵
衛
・
書
肆
清

兵
衛
〉　
袋
綴
三
冊
　 26.0cm

×18.7cm
 

　
外
題
「
〈
賀
茂
／
長
明
〉
方
丈
記
諺
解 

上
（
中
・
下
）
」
（
刷
り
題
簽
）　
内
題
「
鴨

長
明
方
丈
記
諺
解
巻 

世
間
」
（
第
一
冊
）
「
鴨
長
明
方
丈
記
諺
解
巻 

出
世
」
（
第
三
冊
）　
　
＊
第
一
・
二
冊
前
表
紙
に
青
色
長
方
印

「K
.G

.C

」
。

　
　
33 914.42/A
6

〈0085105228

・0085105236

・0085105244
〉　
刊
記
「
元
禄
七
甲
　

　
戌
暦
仲
春
上
旬
」
の
左
下
に
「
松
会
開
板
」

袋
綴
三
冊
　22.4cm

×16.0cm
  

外
題
「
〈
賀
茂
／
長
明
〉
方
丈
記
諺
解 

上
（
中
・
下
）
」
（
刷
り
題
簽
）　
内
題
「
鴨
長
明
方
丈

記
諺
解
巻 

出
世
」
（
第
三
冊
）　
　
＊
第
一
冊
の
冒
頭
部
を
欠
い
て
お
り
、
「
鴨
御
祖
社
系
図
」
を
前
表
紙
見
返
し
に
貼
付
、
そ
の

あ
と
に
「
鴨
」
「
長
明
」
「
方
丈
」
「
記
」
に
つ
い
て
の
解
説
。
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34 914.42/A

6

〈0085105104

〉　
江
戸
後
期
写
（
抄
写
本
）　
袋
綴
一
冊
　24.2cm

×17.0cm

　
外
題
「
〈
長
／
明
〉
方
丈
記
」

（
書
き
題
簽
）　
内
題
ナ
シ
　
＊
末
尾
に
「
鴨
長
明
方
丈
記
諺
解
出
世
終
」
。

　
ｄ
『
方
丈
記
流
水
抄
』

　
　
35 914.42/A

6
〈0085105317

・0085105325

〉　「
享
保
四
年
己
　

　
亥
仲
秋
穀
旦
」
〈
長
谷
川
市
郎
兵
衛
・
同
正
右
衛
門
〉　
袋
綴
二
冊    

26.2cm

×19.1cm

　
外
題
「
〈
鴨
／
長
／
明
〉
方
丈
記
流
水
抄 

上
（

下
）

　
　
　
　
」
（
刷
り
題
簽
）　
内
題
「
鴨
長
明
方
丈
記
流
水
抄
」　
＊
各

冊
冒
頭
に
所
蔵
印
「
宝
玲
文
庫
」
な
ど
。
第
一
冊
を
中
心
に
朱
の
書
込
あ
り
。

　
　
36 914.41/M

a34/1,2

〈9700646998

・9700647005

〉　「
享
保
四
年
己
　

　
亥
仲
秋
穀
旦
」
〈
河
南
四
郎
右
衛
門
・
正
右
衛
門
〉　
袋
綴

二
冊
　26.3cm

×18.7cm
　
外
題
「
〈
鴨
／
長
／

〉
方
丈
記
流
水

」
（
刷
り
題
簽
、
上
冊
は
剥
落
）　
内
題
ナ
シ
　
＊
各
冊

前
表
紙
右
下
に
朱
書
「
中
野
正
言
」
。
各
冊
冒
頭
部
に
所
蔵
印
「
中
野
正
言
」
（
朱
長
方
）
「K

.G
.C

」
（
青
長
方
）
な
ど
。
各
冊
後

表
紙
見
返
し
右
下
に
墨
書
「
中
野
久
兵
衛 
印
」
。

　
　
37 914.42/A

7

〈0085105252

・0085105260
〉　「
享
保
四
年
己
　

　
亥
仲
秋
穀
旦
」〈
河
内
屋
儀
助
〉　
袋
綴
二
冊
　25.7cm

×18.0cm
    

外
題
「
〈
鴨
／
長
／
明
〉
方
丈
記
流
水
抄 

上
（

下
）

　
　
　
　
」
（
刷
り
題
簽
）　
内
題
「
鴨
長
明
方
丈
記
流
水
抄
」

　
ｅ
『
方
丈
記
宜
春
抄
』

　
　
38 N

914.42/N
73/1,2

〈0083193030

・0083193049
〉　
江
戸
後
期
写
　
袋
綴
二
冊
　27.2cm

×19.4cm
  

外
題
ナ
シ
　
内
題

「
長
明
方
丈
記
抄
」

　
吉
澤
義
則
『
方
丈
記
諸
抄
大
成
』
（
立
命
館
出
版
部
、
昭
８
）
付
載
小
川
壽
一
「
刊本
方
丈
記
書
史
」
や
簗
瀬
一
雄
『
方
丈
記
諸
注
集
成
』

（
豊
島
書
房
、
昭
44
）
は
、
刊
行
さ
れ
た
近
世
の
『
方
丈
記
』
注
釈
書
と
し
て
、
右
の
ａ
～
ｄ
お
よ
び
加
藤
盤
斎
『
長
明
方
丈
記
抄
』
の
計

五
点
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
版
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
盤
斎
の
『
長
明
方
丈
記
抄
』
に
つ
い
て
は
、
両
書
記
載
の
い
ず
れ
の
版
も
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右
「
方
丈
記
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
33
の
松
会
版
『
方
丈
記
諺
解
』
は
、
上
の
両
書
に
言
及
が
な
い

よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
よ
り
も
右
の
リ
ス
ト
で
取
り
分
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
38
の
仁
木
宜
春
著
『
方
丈
記
宜
春
抄
』
二
冊
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
京
都
女
子
大
学
図
書
館
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
な
ど
に
は
、
そ
れ
が
『
方
丈
記
宜
春
抄
』
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
る
が
、
広
く
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
ら
し
く
、
ほ
と
ん
ど
新
出
の
も
の
と
言
っ
て
い
い
も
の
で
あ
る
。
各
前
表
紙
見
返
し
に

昭
和
五
十
八
年
十
月
三
十
日
の
京
都
女
子
大
学
図
書
館
受
入
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
前
後
表
紙
以
外
、
第
一
冊
は
全
五
十
一
丁
、
第
二
冊

は
全
三
十
九
丁
。
毎
半
丁
十
二
行
。
奥
書
や
印
記
は
見
ら
れ
な
い
。
江
戸
後
期
ご
ろ
の
写
本
と
覚
し
い
。
第
一
冊
は
、
遊
紙
な
く
、
第
一

丁
表
冒
頭
に
内
題
「
長
明
方
丈
記
抄
」
が
見
え
、
そ
の
あ
と
、
「
此
方
丈
記
は
、
鴨
長
明
か
晩
年
の
六
十
四
歳
の

時
成
へ
し
　
筆
作
な
り
」
で
始
ま
る
総
説
が

あ
り
、
第
三
丁
裏
か
ら
の
「
長
明
系
譜
」
、
第
五
丁
裏
か
ら
の
「
題
号
」
に
つ
い
て
の
解
説
な
ど
を
経
て
、
第
七
丁
第
八
～
十
行
に
「
ゆ
く

川
の
…
…
ま
た
か
く
の
こ
と
し
」
と
『
方
丈
記
』
本
文
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
あ
と
二
字
下
げ
の
形
で
注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
同

様
の
形
で
注
釈
が
展
開
す
る
。
第
二
冊
は
、
遊
紙
一
丁
を
挟
ん
で
、
『
方
丈
記
』
の
本
文
「
わ
か
身
父
か
た
の
…
…
い
く
そ
は
く
の
春
秋
を

か
へ
ぬ
る
」
か
ら
始
ま
り
、
注
釈
し
終
わ
っ
た
あ
と
末
尾
に
は
、
「
追
考
」
を
載
せ
る
。

　『
方
丈
記
宜
春
抄
』
は
、
「
出
典
・
類
似
語
句
用
例
に
つ
い
て
は
、
先
行
の
諸
注
を
う
け
て
発
展
さ
せ
、
文
意
・
句
意
・
語
意
等
を
、
全

文
と
の
関
係
に
留
意
し
て
解
説
す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
」
（
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
「
方
丈
記
宜
春
抄
」
〈
簗
瀬
一
雄
〉
）
な
ど
と
評
さ

れ
る
も
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
未
刊
の
書
で
あ
っ
て
、
伝
本
と
し
て
従
来
は
、
加
藤
惣
一
「
方
丈
記
古
抄
の
特
性
と
そ
の
発
展

―
主
と
し

て
仁
木
宜
春
著
『
長
明
方
丈
記
抄
』
の
註
釈
史
的
価
値
に
就
い
て

―
」
（
『
国
文
学
攷
』
第
一
巻
第
一
輯
、
昭
９
）
に
詳
細
な
検
討
が
加

え
ら
れ
た
加
藤
惣
一
所
蔵
本
、
川
瀬
一
馬
「
仁
木
宜
春
自
筆
稿
本
『
長
明
方
丈
記
抄
』
」
（
新
註
国
文
学
叢
書
『
方
丈
記
』
、
昭
23
）
に
て
紹

介
さ
れ
た
筒
井
久
太
郎
所
蔵
本
、
簗
瀬
一
雄
『
方
丈
記
宜
春
抄
』
（
碧
冲
洞
叢
書
19
、
昭
37
）
お
よ
び
簗
瀬
前
掲
書
に
解
説
と
翻
刻
が
掲
げ
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ら
れ
た
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本
、
加
え
て
金
沢
市
立
図
書
館
藤
本
文
庫
所
蔵
本
の
、
計
四
写
本
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（
加

藤
惣
一
所
蔵
本
・
筒
井
久
太
郎
所
蔵
本
は
未
見
）
。
『
国
書
総
目
録
』
や
簗
瀬
前
掲
書
も
そ
れ
ら
四
本
を
著
録
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の

後
も
、
そ
れ
ら
以
外
の
存
在
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
の
を
知
ら
な
い
。
そ
ん
な
状
況
の
な
か
で
、
今
回
、
新
た
に
五
本
目
の
写
本
（
伝
本
）

が
見
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
自
体
、
一
定
の
意
味
を
持
つ
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
「
未
刊
で
あ
る
の
で
、
影
響
力
と
い
う
点
で

他
の
版
本
と
同
一
視
で
き
な
い
」
（
島
内
裕
子
「
『
方
丈
記
諺
解
』
の
注
釈
態
度
」
『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
35
、
平
30
）
と
い
う
状
況
に
、

無
論
何
ら
変
わ
り
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
、
こ
こ
に
五
本
目
の
写
本
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
『
方
丈
記
宜
春
抄
』
が
写
本
を
通
し

て
わ
ず
か
な
が
ら
も
流
布
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
、
従
来
よ
り
は
今
少
し
だ
け
強
く
窺
わ
せ
は
す
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
同
書
の
正
式

書
名
は
「
長
明
方
丈
記
抄
」
で
、
盤
斎
の
注
釈
と
同
一
書
名
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
と
紛
れ
て
し
ま
い
や
す
い
面
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
紹
介

し
て
い
る
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
本
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
他
に
も
長
ら
く
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
写
本
が
、
相
当
数
存
在

し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
た
だ
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
本
は
、
新
出
の
も
の
な
が
ら
、
本
文
校
訂
上
の
意
義
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
全
く
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
同
本
が
、
尊
経
閣
文
庫
本
の
忠
実
な
臨
模
本
だ
か
ら
で
あ
る
。
毎
半
丁
の
行
数
は
も
ち
ろ
ん
、
改
丁
・
改
行
や
字
配
り

の
あ
り
方
、
仮
名
の
字
母
な
ど
も
、
ほ
と
ん
ど
完
全
に
一
致
し
て
い
る
（
後
掲
片
影
参
照
）
。
た
だ
し
、
尊
経
閣
文
庫
本
が
冒
頭
に
掲
げ
る

序
は
、
省
略
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　
金
沢
市
立
図
書
館
藤
本
文
庫
本
（0968/413

　
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
も
、
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
同
様
に
尊

経
閣
文
庫
本
の
忠
実
な
臨
模
本
で
あ
り
、
そ
の
天
部
や
行
間
に
種
々
の
書
込
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
（
後
掲
片
影
参
照
）
。
同
本
の
奥
書
に
、

　
　 

該
書
は
、
も
と
前
田
家
の
所
蔵
な
り
。
方
今
石
川
県
勧
業
博
物
館
な
る
図
書
館
に
あ
り
。
甚
だ
珍
書
な
れ
は
、
予
、
さ
き
に
近
藤
篤

之
に
謄
写
を
依
頼
し
た
れ
は
、
快
く
書
て
お
こ
し
た
り
。
旁
書
首
書
は
お
の
か
し
と
け
な
く
書
け
か
し
た
る
な
れ
と
、
今
更
い
か
に
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と
も
せ
ん
か
た
な
し
。
か
き
か
へ
ま
ほ
し
き
こ
と
多
か
れ
と
、
年
い
た
く
老
た
れ
は
、
黙
止
し
つ
。

　
　
明
治
三
十
九
年
八
月
十
七
日
八
十
二
歳
高
橋
富
之

と
見
え
る
。
「
写
本
を
通
し
て
わ
ず
か
な
が
ら
も
流
布
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
、
従
来
よ
り
は
今
少
し
だ
け
強
く
窺
わ
せ
は
す
る
だ
ろ

う
」
と
先
に
述
べ
た
も
の
の
、
新
出
の
京
都
女
子
大
学
図
書
館
本
と
、
近
代
の
写
本
な
が
ら
金
沢
市
立
図
書
館
本
が
、
と
も
に
尊
経
閣
文

庫
本
の
臨
模
本
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
流
布
が
尊
経
閣
文
庫
本
を
起
点
と
し
て
の
甚
だ
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
も
い

る
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
例
え
ば
、
冒
頭
部
の
総
説
に
掲
げ
ら
れ
た
長
明
の
「
お
も
ひ
余
り
」
歌
の
集
付
が
、
尊
経
閣
文
庫
本
「
千
載
恋
五
」

に
対
し
て
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
本
と
金
沢
市
立
図
書
館
本
で
は
共
通
し
て
「
千
載
集
」
と
な
っ
て
い
た
り
も
す
る
の
で
、
精
査
し
得

て
は
い
な
い
が
、
後
二
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
尊
経
閣
文
庫
本
を
直
接
の
親
本
と
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
後
二
者
間
の
直
接
関
係
も

考
え
難
く
、
そ
れ
ら
と
は
別
の
同
様
の
写
本
の
介
在
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。

　
な
お
、
「
方
丈
記
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
一
括
さ
れ
た
三
十
八
点
の
う
ち
、
⑤
⑭
32
36
38
を
除
く
三
十
三
点
は
、
他
の
近
代
の
『
方
丈

記
』
関
係
書
と
と
も
に
、
昭
和
六
十
年
に
臨
川
書
店
か
ら
購
入
さ
れ
て
い
る
。
①
や
㉓
が
故
若
林
正
治
氏
の
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
明
ら
か

な
の
で
、
三
十
三
点
い
ず
れ
も
同
氏
旧
蔵
書
で
あ
ろ
う
か
。

〔
付
記
〕

　
小
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
公
益
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
、
金
沢
市
立
図
書
館
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
よ
り
格
別
の
御
高
配
を
賜
り

ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
所
蔵
者
の
許
可
な
く
画
像
を
複
製
す
る
こ
と
を
禁
止
し
ま
す
。

　
ま
た
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
貴
重
書
を
取
り
上
げ
て
の
学
内
に
お
け
る
展
観
を
と
も
に
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
も
あ
っ
た
、

故
山
﨑
ゆ
み
教
授
の
ご
冥
福
を
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
本
学
教
授
）
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